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開催月

7月

【報告事項】

①2022(令和4)年度決算報告
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①2侃4(令和6)年度都道府県単位保険料率※支部評議会のご意見を集約し、本部へ報告。
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眸&告事項】

1.2022(令和4)年度全国健康保険協会

決算報告について

・2022年度決算(見込み)のボイント

・決算及び主要計数等の推移(2008年度~2022年度)

・参考資料

・単年度収支差と準備金残高等の推移

・1窃会けんぽの事業所数・被保険者数・被扶養者数の推移(指数)
・75歳未満の者の制度別加入者数及び75歳未満人口の推移
・1窃会けんぽの被保険者数の動向(2022年度)
・1窃会けんぽの被保険者数の対前年同月比伸び率の推移
・t窃会けんぽの平均標準報酬月額の動向(2022年度)
・1窃会けんぽの加入者一人当たり医療給付費と対前年同月比伸び率の推移
・1窃会けんぽの医療費の動向(2022年度)
・1窃会けんぽの保険財政の傾向
・1窃会けんぽの後期高齢者支援金の推移
・健康保険組合を取り巻く状況
・t窃会けんぽの2022年度決算報告書(介護保険分を含む)の概要
・合算ベースの収支と協会決算との相違

・香川支部に関する資料
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2022年度決算(見込み)のボイント

は 11 K3093L

才賃金の増加等により、保険料収入が増加。前年度比は1,813億円の増加(゛1.6%)となった。

0 保険料収入は1,868億円増加した。これは、賃金(標準報酬月額や標準賞与額の平均)が増加したことが主な要因。この結果、2022年度の保険料収
入の伸び率は+1.9%となった。なお、標準報酬月額の伸び←2.0%)は、協会による医療保険の運営が始まった2008年以降で最も高いものとなったが、
近年保険料収入の増加要因となっていた被保険者数の伸びについては、2022年10月の制度改正により、国や自治体等に勤務する短時間労働者等
が共済組合に移行したことから、+0.1%の増加にとどまった。<主要計数の詳細は7ページを参照>

,.. ネ 10 謁 774

才「医療費(加入者1人当たり医療給付費)」の増加により保険給付費が増加した一方、拠出金等は一時的な要因により減少したため、

支出全体では、前年度比486億円の増加(゛0.4%)となった。

0 支出の6割に相当する保険給付費(総額)は2,502億円増加し、伸びは+3.フ%となった。これは、加入者数は減少(▲0.8%儿たものの、医療費仂口入
者1人当たり医療給付費)が増加(+4.4%)したことが主な要因。<詳細は7ページを参照>

0 拠出金等(総額)は1,271億円減少した。これは、後期高齢者支援金に多額の精算(戻り分1,901億円)が生じたこと(※1)が主な要因。後期高齢者支
援金の概算納付額は毎年増加しており、団塊の世代が後期高齢者となることから、今後大幅な増加が見込まれている。<詳細は8ページ、円ページを参照>
※1 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で2020年度の高齢者医療費が減少したという一時的な特殊事情によるもの

L

0 その他の支出は746億円減少した。これは、国庫補助の精算(国への返還)が、2021年度の大幅な増加(※2)の反動により減少したことが主な要因。
※2 2020年度の協会の医療費が新型コロナウィルス感染症拡大の影響で減少したため、補助金の受入超過が生じていたことによるもの

この結果、 2022

<協会会計と国の特別会計との合算ベース>

0 収支差が前年度比で増加(+1,328億円)した要因は、保険料収入の増加(+1,868億円)より保険給付費の増加(+2,502億円)が上回ったものの、後
期高齢者支援金に多額の精算(戻り分1,901億円)が生じたこと等により支出の伸びが抑えられたことによるもの。

0 協会けんぽの今後の財政については、収入面では、被保険者数の伸びが鈍化していることや、不安定な海外情勢や物価高の影響等で経済の先行き
が不透明であること等に鑑みると、これまでのような保険料収入の増加が今後も続くことは期待し難い。一方、支出面では、2021年度に協会発足以来
最高の十8.6%の高い伸びとなった加入者一人当たり医療給付費が、2022年度も引き続き十4.4%と大きく伸びていることや、今後も、後期高齢者支
援金の増加が見込まれること等を踏まえると、楽観を許さない状況である。<加入者一人当たり医療給付費の推移の詳細は16ページを参照>

30 なお、2022年度末の準備金残高は4兆7,414億円(保険給付費等に要する費用の5.6力月分相当)となった。<詳細は10ページを参照>

. の ^ ま、前年度比1,328億円増加し、4遷.19億巴とな寸為,
▲



協会けんぽ(医療分)の 2022年度決算見込み
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決算及び主要計数等の推移

(2008年度~2022年度)
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1.決算の推移
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2.主要計数の推移
(被保険者数や加入者数の動向)
0 被保険者数の推移は、2010年度以降、緩やかな増加傾向が続いていたが、2017
+1.0%、加入者数+0.1%となった。

02022

▲0.800となった 12 14ページ参照

(賃金の動向)
0 保険料収入の基礎となる賃金(標準報酬月額)は、リーマンショソク(2008年秋)による景気の落込みから2009~2011年度にかけて大きく落ち込ん
だが2012年度には底を打って、その後上昇に転じ、2018年度には標準報酬月額は28.8万円と、リーマンショソク前の水準(28.5万円)を上回った。

0 2020年度は、新型コロナの影響による経済状況の悪化等によって、9月の定時決定後以降の前年同月比の伸びはマイナスで推移し、2019年度と

は 10 の

(制度改正影響十0.4%、自然増+1.6%)

(医療費の動向)
0 1人当たりの医療給付費(保険給付費の9割を占める)の伸び率は、2008~2010年度までは吃%後半~+3%半ぱで推移したのち、2011年度以降は
鈍化して、2014年度までの伸びは十1%後半~+2%前半にとどまっていた。

0 しかしながら、2015年度に高額な薬剤が新たに保険医薬品として収載されたことから、2014年度までの傾向から一転して、+4.4%と高い伸びとなった。
また、翌年度(2016年度)には、診療報酬のマイナス改定(▲1.31%)や2015年度の高い伸びの反動等から、伸び率は+1.1%と急激に鈍化した。

02020年度の1人当たりの医療給付費の対前年比の伸び率は、新型コロナの影響による加入者の受診動向等の変化の影響等により、▲3.5%となった
が、翌2021年度の同伸び率は、その反動等により+8.6%となり、協会発足以来最も高い伸び率となった。

同水準('0.0%)となったが、2021年度は再びプラスに転じ、2022 は、サ比十2.0%のびとなった(15ページ参照)

正により 玉や ム

02022
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転. る豆
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()内は前年度対比の伸び率、扶養率は前年対比の増減。2008年度は老人保健法による医療の対象者について除いて算出している。

※1:2016年度の標準報酬月額の伸びは1.1%となっているが、これは制度改正(標準報酬月額の上限引上げ)の影響があり、その影響を除いた2016年度の伸びは+0.6%となる。
※2:2019年度は、大規模健康保険組合の解散による一時的な影響によって、被保険者数+4.4%、加入者数゛2.フ%となったが、解散の影響を除くと、それぞれ+2.3%、+1.1%となる。
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0となり、2021年度は、被保険者数
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2,071.2
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から300゜のび,であるところ
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(+4.6%)

156,750

(+4.")

鵠

==

1

戸
5
嘗

33

器

里

3



3.拠出金等の推移

にれまでの推移)

0 拠出金等の支出は、2012年度に3兆円を上回り、その後も年々増加していたが、退職者医療制度の廃止、後期高齢者支援金の総報酬割の
拡大(注1)といった制度改正や精算(概算納付分の戻り)の影響により、2014年度から2016年度の間は合計1,208億円減少した。

0 しかしながら、2017年度には、官
算納付額の増加が顕著であった。

02020年度及び2021年度は、それぞれ小幅な増加にとどまっているが、これは、

(注1)後期高齢者支援金は、総報酬割が2015年度からの3年間で段階的に拡大。このため、2015~2017年度までの3年問については、総報酬割の拡大がなかった場合に比べて、実際の増加額は
低減。〔2015年度.1/3→ν2 2016年度:1/2→2/3 2017年度■/3→ 3/3(全面総報酬害D 〕

(2022年度の動向)

02022年度は、前年度から1,261億円減少した。これは、後期高齢者支援金について、

の人 の びがー

0 なお、今後は、

8

の

(今後の後期高齢者支援金の推移は、21ページ参照)。

,゛、
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に

の

拠出金等

ヒしたため、後期高齢者医療費の伸びも鈍化したことが主な要因である。

びの皇づ纏でび櫛加

概算納付分

なj。'小により 2

の

[前期高齢者軸付金]

[後期高齡者支擾金]

[老人保健拠出金]

[退職者給付拠出金]

[病床転換支擾金]

2008
H20

弌が

【惇円]
29,016
(+276)

(■円)

精算分等

()及ぴ[]内は前年度対比の増減.

甘

27,909
(+545)

2009

(H21)年声

支出に占める割合

(高酬者医療への被用者保陰間負担割含)

【+9,"刀

【+13.129】

['15' 462]

【'6,57刀

[+幻

28,フ73

('243)

0となり、2018年度、2019年度は、特に後期高齢者支援金の概

(退職者医療制度)

=2022

28,478

(+568)

となることによって

2010
H22

'犀円】

28,283
(▲49の

[+1,512]

[+1,926]

['1,505]

[▲1,369]

[+4]

1,106
('269)

28,558
(+81)

2011

(H23)年声

(豪)?019、?020、 2021、 2022年度の「拠出金等」は退職者給付拠出金のマイナス精算による還付分【各'104憶円、'B4憶円、'43憶円、'33憶円)を含んでいるが、 2 頁の決算見込みの叢では「モの他収入」に含めているため、 2 頁の「拠出金等」の
金領とは一致しない.

29,752

(+1,469)

39.4%

の

295

('811)

[+544】

['23の

[0]

['221]

['12]

29,726

(+1,167)

出,

2012
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加入者割

甘

32,780
(+3,028)

38.6%

' 275

(▲571)

昆二

[+316]

[+396]

[0]

[+455]

[0]

32,027
(゛2,301)

2013

(H25)年度

, こついて人口の

冒 の

34,886

(+2,106)

37.4%

[+1.185]

[+842]

[0]

【+273]

[0]

26

(+302)

ν3総報酬割

34,054

(+2,027)

型コロナウイルス威

2014
H26

が々抽加していくものと考えている。

経過措置期間(新規適用あり)

34,854
('32)

38.1%

[+782]

[+1,064]

[0]

[+181]

[0]

^

754

(+72刀

(注) 22年度は8力月分のみ(4力月分は加入者割)

35,163
(+1,109)

2015

(H2刀年声

1 901

34,172

('舶2)

40.0%

【+673]

[+76釘

[0]

【'331]

[の

832

(+78)

35,083

(▲8の

^

の旦づ挫により

2016
H28

33,678
('494)

40.鵠

' 309

(▲1,141)

の里づ握を禹けたー

[+531]

[+375]

[0]

[▲985]

[0]

ム

34,839
('244)

2017

(H29)年声

の旦づ塑に" 2020 声

34,913

(+1,235)

39.9%

▲ 911

('602)

[+74]

[+11釘

[0]

[▲436]

[0]

34,フフフ

(▲ 62)

2018
H30

34,992

(+79)

38.0%

▲ 1,161

('250)

V2総報酬割 2/3総報酬割

[+114]

[+29幻

[0]

['474]

[0]

35,141
(+363)

2019 鬮

(RI)年度

なもので

36,142

(+1 150)

36.9%

['19釘

[+1,145]

[0]

1'58幻

[0]

136

(+1,297)

36,551

(+1,410)

2020{鞠
R2

36,539
(゛397)

36.錦

[+160]

[+1,52釘

[0]

['279]

[0]

' 149

('284)

37,130
(+579)

2021 (窯)

(R3)年度

37,095

(+556)

35.9%

▲ 409

('260)

['46]

[+67刀

[0】

['5釘

[0]

37,274

(+144)

2022 (剰

(R4)年

(新規適用なし)

35,834

(' 1 261)

35.眺

' 591

('182)

[▲9刀

[+240]

[0]

[1]

[0]

37.736

(+463)

[+281]

[+179]

[仞

[2]

[0]

全面総報酬割

36.0%

' 179

(+412)

34.3%

▲ 1,902

(' 1,723)

32.9%
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